
親子を結ぶ、地域と結ぶ情報紙 

 

 

 

 

 
 
  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

《インターネットとの上手な付き合い方「LINE」について》  

講師 LINE株式会社 宇佐美 瞳先生     9/30実施 

内容 コミュニケーションアプリ「LINE」に関する機能や子

どもの利用例、リスク対策に加え、青少年を取り巻くインタ

ーネットの現状、青少年のLINEの利用実態やその対応方法に

ついて説明して頂きました。またグループワークも取り入れ、

子どもをインターネットトラブルから守るために注意すべきポイントを紹介して頂きました。 

アンケートから：大人の方が知識不足で、危険の認識も遅れていると思いました。日々進化していく状況に

大人がまず、ついていって知識を持ち続ける事が必要だと思いました。なかなか詳しい知識は自分では学べ

ないので、専門の講師の方に話を聞ける機会はとても有難かったです。いろいろな危険性も良くわかりまし

たが、結論でも言われていましたが、最後は親子のコミュニケーションだと思います。子どもとの関係（一

緒に使って学ぶ、困ったことがあった時相談してもらえる）を見つめなおしたいと思いました。 

こもんず活動報告９月～１１月 

それぞれの地域の状況に合わせて全国では数百の家庭教育支援チームが活動しています。こもんずは地域

ぐるみの子育て・子育ち・親育ちを目指し、誰もが大切にされる緩やかなつながり、お互い様の関係を育み

たいと思っています。８月９月には文科省と厚労省の家庭教育支援・子育て支援の連携ワーキングチーム、

NPO、瀬戸内市議の視察がありました。子育て世代や地域の多様な仲間と共に取り組む大切さを感じる機会

となりました。 

 

 

 

 

 

                                                  

 

 

 

 

「どう伝える？性の話」 

～絵本を使って親子で 

性の話を～ 9/25 実施 

講師 水谷麻未先生（子育て支援保育士） 

内容 自分のルーツを考える性の話。幼少期から正しい

知識を持たせ、自分の体を感じることで、他者の命も大

切にしていくことを学びました。  

● アンケートから ・子ども達が性のことについてど 

んなことに興味を持つのか、その時どんな対応をしていっ

たらいいのかが分かって少し不安がなくなりました。子ど

も達が自分の身を守れるようにするために「正しい知識」

を年齢に応じて伝えていってあげたいです。・刺激的な内

容もありましたが性教育の大切さがわかりました。伝える

側の準備をしないといけないと思いました。 

〈稲毛図書館では、この講座に合わせて絵本や関連図書 

の展示をして頂きました。〉 

 

 

「防犯ではなく減犯をめざして」9/6 実施 

青少年育成委員会とこもんず共催ミニ講座  

講師 花沢俊一先生（千葉市教育委員会 家庭教育指導員） 

内容 人が起こす犯罪件数を減らし、犯罪人を減らす

「減犯」という言葉とその重要性を知りました。多く

の事例の紹介、子どもへの接し方、言葉かけ等を学び

ました。                           

● ●アンケートから ・地域として子どもにどう関わって

いけばいいか、わかりやすい内容でした。「自分の子ども」

を育てることだけでなく、どのように次世代に関わってい

ったらよいか、考えることが多かったので講義の内容を活

かして声かけ等していきたいと思いま 

● す。・子どもへの声かけにひと言加え 

● る大切さが大事だと学びました。事例 

● がおもしろく引き込まれました。 

●  
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先生と相談者だけで 1 時間

じっくりお話ができます。 

 

子どもの家庭教育を進めていく上で専門家に相談したい場合、市の相談機関のご利用をお勧めします。なお 

小中台地区では、小中台中学校と園生小学校にスクールカウンセラーが配置されています。 

●不登校、いじめなど学校生活に関する悩み相談は 

教育センター：教育相談専用電話(直通)☎255-3702 

教育相談ダイヤル24：☎0120-101-830（フリーダイヤル24時間） 

●障害についての悩みなどの相談は 養護教育センター:教育相談専用電話(直通)：☎277-1199 

●青少年の非行などに関する相談は 青少年サポートセンター中央（中央区・稲毛区）：☎227-7830 

●子どもに関するあらゆる相談は  児童相談所：☎277-8880 

家庭児童相談室 稲毛区保健センターこども家庭課：☎284-6139 

●子ども・若者のニート、ひきこもりや不登校などの相談は 

子ども・若者総合相談センター「Link(リンク)」:☎050-3775-7007 

 

 

子育てに悩みや不安を感じている保護者のための情報です 

 
「こもんず☆カフェ」  ちょっとした悩みを、相談のプロがお聴きします 

日時   12/ 12(火) 13時～16時 水谷麻未先生（子育て支援保育士) 

1/２９(月)   ９時～12時 角田啓子先生（臨床心理士）  

2/２７(火) 13時～16時 水谷麻未先生（子育て支援保育士） 

3/１９(月)  ９時～12時 角田啓子先生（臨床心理士） 

会場  小中台公民館 

申込み E-mail：konakadaicommons@yahoo.co.jp  TEL：090-7707-2175 （菊池まり） 

※お名前･ご連絡先･希望日時をお知らせ下さい。日程等決まり次第、折り返しご連絡いたします。 

毎月行っていますので日程など申込み先にお問い合わせください。 

家庭教育支援・子育て支援スタッフ研修 9/29 実施 

「社会福祉法人房総双房学園 

児童家庭支援センターふたば 施設見学・講演会」 

 

 

 

 

 
 
 演題：今 子ども家庭相談にとって大切なものとは 

〜家庭の≪強み≫に光を当てて〜 

様々な理由によって家族と一緒に暮らすことが難しくなった

子どもたちが、県内の児童相談所を通じてここにやってきま

す。子どもたちが安心安全に生活できる場所です。平成 19 年

に児童家庭支援センターも併設されました。 

アンケートから：様々なアプローチの方法、援助の方法等これ

からの支援活動に役立つお話がとても参考になりました。子ど

もたちが「自分の生きている記録を残そうとしている」職員の

方のお話がとても心に響きました。 

 

わくわくヘルスアップ稲毛(小中台保健センター主催)  

‐子育て世代も自分の健康づくりを学ぶ場として活用を！-  

こもんず 子育て応援コーナー担当（図書室にて）  

「心と体に関する絵本の紹介・子育て相談」水谷先生 

「木のおもちゃで遊ぼう！」田原さん 

 

 ＦＡＸ 043-284-4971「こもんず」宛て明記   

E-mail konakadaicommons@yahoo.co.jp          

                                                   ＨＰ    http://konakadaicommons.jimdo.com/  

 

編集・発行 家庭教育支援チーム「こもんず」 

事務局 千葉市稲毛区小仲台 9-30-1 園生小学校内 
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こんな時の相談は！ 
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水谷先生と子育て

について語らう保

護者 

 

10 月 22 日園生小学校校舎で行われました。雨の中多くの

方が参加し、健康度測定（筋肉脂肪量・血管年齢・骨密度・

歩幅・握力等）や健康相談(医師・歯科医師・薬剤師・歯科衛

生士による個別健康相談)、子育て応援、灯篭づくり等各コー

ナーをめぐって楽しんでいました。 

〜「こもんず」担当 子育て応援コーナーの様子〜 
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